
…
一

九
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ド
イ
ツ
人
教
師
デ
ー
’
一
シ
シ
（
解
剖
学
）
の
持
参
し
た
骨
格
標
本

神
谷
敏
郎

二
、
日
本
温
泉
史
資
料
供
覧
中
村
昭

十
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
四
日
（
士
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
仏
教
医
学
の
変
遷
杉
田
暉
道

二
、
㈲
古
代
ギ
リ
ャ
医
学
の
原
典
研
究

○
ビ
デ
オ
鑑
賞
大
槻
真
一
郎

曲
直
瀬
道
三
は
近
世
日
本
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
礎
を
築
い
た
人
物
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
跡
は
、
玄
朔
（
今
大
路
家
）
・
正
純
（
亨
徳
院

家
）
・
正
琳
（
養
安
院
家
）
の
三
大
家
系
に
分
岐
し
、
い
ず
れ
も
地
位
と
名

声
あ
る
子
孫
を
輩
出
し
て
幕
末
に
至
っ
た
。
曲
直
瀬
の
学
統
は
こ
の
三
大
家

系
を
主
軸
に
江
戸
時
代
全
期
を
通
じ
て
権
勢
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

今
大
路
家
な
ら
び
に
亨
徳
院
家
に
つ
い
て
は
累
代
の
墓
碑
が
碑
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
関
す
る
報
告
も
す
で
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
養
安
院
家
に
関
し

て
は
、
従
来
書
誌
学
関
係
に
お
い
て
善
本
を
多
数
収
蔵
し
た
こ
と
か
ら
若
干

の
知
名
は
あ
る
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
を
翠
な
い
。

演
者
は
こ
の
た
び
、
養
安
院
玄
理
以
下
が
葬
ら
れ
た
と
い
う
東
京
麻
布
の

天
真
寺
を
調
査
し
た
結
果
、
種
々
の
資
料
を
得
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
事

実
も
判
明
し
た
。
養
安
院
家
は
江
戸
初
期
よ
り
幕
末
に
至
る
ま
で
歴
代
に
わ

た
り
法
印
・
法
眼
を
輩
出
し
た
名
家
で
、
そ
の
足
跡
は
日
本
近
世
医
学
史
上

再
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る
・
よ
っ
て
こ
こ
に
報
告
に
及
ん
だ
。

一
麻
布
天
真
寺
に
残
る
墓
碑
と
過
去
帳

天
真
寺
は
禅
宗
（
臨
済
宗
大
徳
寺
派
）
京
都
紫
野
大
徳
寺
末
で
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
豊
島
郡
江
戸
麻
布
村
の
現
在
地
（
東
京
都
港
区
南
麻
布
三

丁
目
一
番
十
五
号
）
に
創
建
さ
れ
た
。

|荷｜

|重｜
{勢

曲
直
瀬
養
安
院
の
人
々

Ｉ
麻
布
天
真
寺
に
遺
存
す
る
資
料
ほ
か
か
ら
Ｉ

小
曽
戸
洋
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伶
墓
碑

天
真
寺
の
墓
地
は
ご
く
最
近
区
画
整
理
さ
れ
た
ら
し
く
、
無
縁
の
墓
石
は

墓
地
の
辺
縁
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
旧
の
位
置
に
は
な
い
。
調
査
の
結
果
、

同
墓
地
内
に
養
安
院
家
の
墓
碑
石
を
五
基
（
①
ｌ
⑤
）
、
ま
た
今
大
路
家
の

墓
石
一
基
（
⑥
）
を
確
認
し
た
。
《
一
一

①
曲
直
瀬
玄
理
墓
石
”
「
寛
文
七
丁
未
年
／
法
印
有
玄
理
／
三
月
二
十
四

口
Ｈ
」
Ｑ

②
曲
直
瀬
正
珍
墓
石
釦
「
享
保
十
一
丙
午
年
／
法
印
平
蓄
正
理
／
十
二
月
十

一
二
ｐ
Ｈ
」
。

③
曲
直
瀬
正
隆
墓
石
《
「
嘉
永
元
戊
申
年
／
法
印
礫
翁
正
隆
／
六
月
二
十
四

ｐ
Ｈ
」
。

④
曲
直
瀬
正
珪
墓
石
言
法
眼
雲
翁
正
珪
／
延
享
五
年
」
。
両
側
面
・
背
面
に
計

三
七
一
文
字
の
墓
誌
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
撰
者
は
服
部
南
郭
。

⑤
曲
直
瀬
正
隆
墓
銘
碑
”
上
部
に
「
菩
庵
先
生
之
墓
」
と
い
う
蒙
額
が
あ

り
、
五
百
余
字
の
銘
文
が
謹
厳
な
隷
書
体
を
も
っ
て
刻
さ
れ
る
。
撰
文
は
清

水
礫
洲
、
揮
毫
は
戸
川
安
清
に
か
か
る
。

⑥
今
大
路
玄
寅
墓
石
叩
「
貞
享
三
丙
寅
歳
／
前
典
薬
頭
子
恭
玄
寅
」
。

口
過
去
帳

住
職
の
好
意
に
よ
っ
て
過
去
帳
の
写
し
を
被
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
よ
り
明
治
十
四
年
（
一
八
八
己
に
至
る

養
安
院
家
十
九
名
の
法
名
と
没
年
月
日
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

昌
沈
水
香

さ
ら
に
住
職
の
好
意
に
よ
り
、
桐
箱
に
収
め
ら
れ
た
沈
水
香
を
被
見
し

た
。
添
付
文
書
に
「
覇
王
府
御
薬
用
沈
水
／
曲
直
瀬
養
安
院
殿
賜
之
・
…
：
」

と
あ
り
、
安
政
五
年
正
貞
の
没
後
に
寺
に
献
納
さ
れ
た
ら
し
い
。

二
曲
直
瀬
養
安
院
累
代
の
伝

前
掲
の
諸
資
料
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
載
、
そ
の
他
管
見
に
入
っ

た
種
だ
の
資
料
を
参
考
に
、
次
の
人
々
の
伝
を
述
べ
た
。

日
曲
直
瀬
正
琳
（
一
五
六
五
’
一
六
二
）

目
曲
直
瀬
正
円
（
一
五
八
八
’
一
六
一
六
）

白
曲
直
瀬
玄
理
（
一
六
○
四
’
一
六
六
七
）

四
曲
直
瀬
正
珍
（
一
六
四
二
’
一
七
二
六
）

㈲
曲
直
瀬
正
珪
（
一
六
八
六
’
一
七
四
八
）

㈱
曲
直
瀬
正
山
（
一
七
一
九
’
一
八
○
一
）

㈲
曲
直
瀬
正
雄
（
一
七
五
○
’
一
八
二
七
）

㈹
曲
直
瀬
正
隆
二
七
七
二
’
一
八
四
八
）

㈹
曲
直
瀬
正
貞
（
？
’
一
八
五
八
）

㈹
曲
直
瀬
正
健
（
？
’
一
八
六
五
）

㈲
附
・
今
大
路
玄
寅
（
一
六
六
六
’
一
六
八
六
）

三
養
安
院
家
の
蔵
書
に
つ
い
て

曲
直
瀬
養
安
院
が
蔵
書
に
富
ん
で
い
た
こ
と
は
書
誌
学
関
係
で
知
ら
れ

る
。
明
治
十
八
年
、
森
立
之
は
『
経
籍
訪
古
志
』
に
次
の
よ
う
に
駁
し
て
い

る
。
「
府
下
医
中
の
蔵
書
家
は
化
政
の
間
（
一
八
○
四
’
二
九
）
を
以
て
盛

と
な
す
。
而
し
て
其
の
最
た
る
者
は
二
劉
と
曲
直
瀬
と
な
す
。
こ
れ
に
次
ぐ

者
、
小
島
宝
素
・
久
志
本
緑
騎
・
伊
沢
蘭
軒
：
…
・
」
。
こ
こ
に
い
う
曲
直
瀬

は
ま
さ
に
養
安
院
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
二
劉
と
は
多
紀
本
家
元
胤
と
分
家

元
堅
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
養
安
院
家
は
小
島
・
久
志
本
・
伊
沢
ら
を

凌
ぎ
、
江
戸
医
学
館
に
匹
敵
す
る
蔵
書
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
養
安
院
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江
戸
時
代

香
川
修
徳
『
一
本
堂
薬
選
続
編
』

原
双
桂
『
温
泉
小
言
』

和
気
惟
亨
『
徽
瘡
約
言
坤
』

『
温
泉
奇
効
記
光
泉
寺
』

『
入
湯
案
内
記
草
津
温
泉
』

『
摂
津
名
所
図
会
有
馬
郡
』

明
治
時
代

『
豆
州
修
善
寺
温
泉
場
全
図
』

浅
田
栗
園
『
温
泉
余
録
』

亀
谷
行
『
函
山
紀
勝
」

瓜
生
政
和
『
教
訓
洗
湯
論
」

家
の
蔵
書
室
は
当
時
懐
仙
閣
も
し
く
は
懐
仙
楼
と
称
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
養

安
院
家
の
蔵
書
は
す
で
に
四
散
し
て
し
ま
っ
た
が
、
『
懐
仙
楼
書
目
』
（
内
閣

文
庫
所
蔵
）
、
『
経
籍
訪
古
志
」
所
録
本
、
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書

陵
部
・
台
湾
故
宮
博
物
院
図
書
館
・
北
京
大
学
図
書
館
な
ど
の
養
安
院
旧
蔵

書
本
を
概
観
し
、
そ
の
質
量
と
流
出
の
経
緯
の
一
斑
を
述
べ
た
。

詳
細
は
『
漢
方
の
臨
床
』
曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
記
念
特
集
号
（
一

九
八
七
年
十
二
月
号
）
に
発
表
予
定
で
あ
る
。

（
昭
和
六
十
二
年
七
月
例
会
）

日
本
温
泉
史
資
料
供
覧

中
村
昭

佐
藤
桜
哉
『
小
仙
郷
』

『
諸
国
温
泉
一
覧
』

『
上
州
伊
香
保
鉱
泉
場
名
所
全
図
』

西
宮
藤
毅
『
秋
田
県
温
泉
の
し
る
べ
』

北
山
居
士
『
信
濃
温
泉
誌
』

『
信
濃
温
泉
鹿
教
湯
案
内
』

篠
田
仙
果
『
上
州
伊
香
保
鉱
泉
図
会
』

大
内
青
密
『
熱
海
独
案
内
』

有
田
正
誠
『
宮
城
県
温
泉
小
誌
下
』

『
和
倉
温
泉
真
景
図
附
試
験
報
告
』

竹
窩
道
人
『
箱
根
温
泉
誌
』

大
正
時
代

進
藤
覇
城
『
塩
原
名
勝
記
』

『
伊
豆
熱
海
温
泉
場
全
景
』
二
版
、
三
版

成
川
房
幸
『
道
後
温
泉
誌
』

鉄
道
院
『
温
泉
案
内
』

酒
井
谷
平
『
温
泉
と
疾
病
』

昭
和
（
戦
前
）

石
川
成
章
『
本
邦
温
泉
論
考
』

西
川
義
方
『
温
泉
と
健
康
』

藤
浪
剛
一
『
東
西
沐
浴
史
話
』

鉄
道
省
『
温
泉
案
内
』
昭
和
三
年
、
十
一
年

『
伊
東
温
泉
場
全
図
』

『
別
府
温
泉
案
内
図
』
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